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   A case of untreated bladder cancer with an unusual clinical course in a 48-year-old man 
is reported. The patient noted painless gross hematuria 10 months prior to the first visit to 
our department on May 16, 1980. Cystoscopy revealed nonpapillary tumors in the right lateral 
and posterior wall. The histopathological finding was transitional cell carcinoma, grade II 
on biopsy. No metastatic lesions were found on clinical evaluation. Therefore, radical 
cystectomy with ileal conduit was planned. However, the patient refused the operation 
because he could not tolerate having the stoma on the abdomen. Because the patient had 
no complaint except for the past gross hematuria, he refused any treatment. The patient 
revisited our department 6 months after the diagnosis because swelling of the right thigh 
caused gait disturbance. A chest X-ray revealed pleural effusion, and an excretory urogram 
disclosed a right nonvisualizing kidney and a large filling defect in the bladder. Cervical 
lymph nodes were swollen and several small nodules under reddish skin on the chest and 
abdomen were found to be metastatic lesions. Chemotherapy with cis-diamminedichloropla-
tinum, doxorubicin and 5-fluorouracil was ineffective in regressing the primary tumor 
although cervical lymph nodes and skin lesions responded at the induction. The patient died 
29 months after the initial onset of the gross hematuria and 19 months after the diagnosis. 
Autopsy findings revealed metastasis in skin, diaphragm, left adrenal gland, stomach, small 
intestine, pericardium, right epididymis and lymph nodes.






































難 を きた した こ とは な く,発 熱や 腹 痛 を きた した こ と
もな い.ま た食 思不 振 もな く体 重減 少 もない.職 業 は
会社 の経 理 担 当 で特 殊 な化 学 物 質 と接 触 す る仕 事 に 従
事 した こ とは な い.喫 煙 は 紙 巻 き タバ コを1日20本,
アル コー ルは ビ ール を1日1本 で,13年前 に離 婚 して
い て,母 親 と長 男 との3人 家 族 で あ り,兄 弟は 弟 と妹
が1人 ず つ で 近 所 に住 ん で い る.
入 院時 現 症:体 格 ・栄養 中等 度,体 温36,7℃,血圧
130170mmHg,脈拍68/分,整,緊 張 良好.結 膜 に 貧
血 ・黄 疸 を認 め な い.表 在 性 リ ンパ 節 の 腫張 な し.胸
部理 学 的所 見 に 著 変 な く,腹 部は 平 坦 で 肝,脾,両 側
腎 を 触 知 しな い.両 側 陰嚢 内 容は 正 常 で あ った,直 腸
指 診 で 前立 腺 には 異 常 を認 め な いが,そ の 口側 の9時
か ら2時 にか けて 表 面 不整 な圧 痛 の ない 弾 性硬 の腫 瘤
を 触 れ,脊 髄 麻 酔 下 に お け る 双手 診 では 可 動性 を認 め
た.













膀 胱 鏡所 見:膀 胱 鏡 の挿 入 は 容 易で,膀 胱 容 量 は
150m1以上 あ り,右 尿 管 口は 不 明 で右 側 壁,後 壁 に
か け て広 基 性 の 非 乳頭 状 の腫 瘍 の 集 籏 を認 め た.腫 瘍
の 内 側 に粘 膜 のvelvetyな変 化 を 認 め,ま た 左 尿管
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癒着していた.転 移は皮膚,横 隔膜,左 副腎,胃 。小
腸の粘膜,心 外膜,右精巣上体で,リ ンパ節の転移は




















瘤を触れ,同 部の皮膚は軽度発赤を伴い肥厚 して い
た.右陰嚢皮膚の浮腫を認め,陰 嚢内容物は精索に腫
脹硬結を認めたが精巣および精巣上体 は正常で あっ
た.ま た,胸 部か ら腹部にかけて2×3mmか ら20
×28mm大の発赤を伴 う皮膚の隆起が散在 してい る
のを認め,生 検にて転移病巣であることが判明した.
直腸診では腫瘍のため腔が狭窄されて お り一指のみ
が挿入 可能で あったが,直 腸粘膜には異常所見を認


















































が,それに近似するものとして意義あ る症例 であ る






































あ り,転 移 の お もな部 位 と して 稲 田 ら8)の306例の全
国 集 計 に よれ ば,リ ンパ 節(44.1%),肺(25.2%),
刀干(20.6%),骨(12.4%),腎(5.9%),畠研腎(3。9%),
大 腸(4.2%),心(2.3%),脳(2.0%),膵(1.6%),
皮膚(3.9%),脾(1.6%)であ り,転 移 経 路 に つ いて
は リンパ行 性77.6/00,血行性72.5%で両 経 路問 に あま
り差 が なか った と報 告 して い る 膀 胱 癌 未 治療 症 例 の
剖 検所 見 につ い てFriedellとMcAuleyは31例中
20例に周 囲 臓 器 へ の 浸潤,転 移 を 認 め,転 移 部 位 とし
ては リ ンパ 節16例,肺7例,肝5例,骨5例,副 腎3
例,心,腎,膵,尿 管,甲 状 腺 が 各1例 で あ った と
し,ll例に は直 接 浸 潤 や 遠 隔 転移 を認 め て い な い もの
の,移 行上 皮 癌 の み に か ぎれ ば18例中14例に遠 隔 転移
を 認 め,遠 隔 転 移 と腫 瘍 の膀 胱 壁 深 達 度 とは相 関 して
い た と報 告 して い る.わ れ わ れ の 症 例 の 剖 検所 見 で は,
初期 に は リ ンパ 行性 に ま た は直 接 浸 潤 と して進 行 し,
後腹 膜 や 腸 管 の 粘 膜 下 に広 範 囲に 浸 潤 し,横 隔 膜 か ら
胸膜 へ と進 行 した もの と考 え られ,肝 や 肺 に 転移 が み
られ な か った こ とか ら血 行 性 転移 の 関与 は 少 なか った
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